１　分野・学年　　技術分野・第2学年
２　内　　容　　　Ｂ　エネルギー変換に関する技術

３　題　　材　　「電気の安全な使い方」　～　過熱・ろう電・感電の防止について考えよう

４　本時の目標

  （１）短絡（ショート）による事故の原因を説明できる。
  （２）電気機器を安全かつ適切に使うためのアース線の必要性について説明できる。

５　指導過程

 段階　　　学習内容及び学習活動　　　支援及び指導上の留意点　　授業形態　　評　価








○体験した生徒がいないか聞く。


○たこ足配線がなぜいけないのか考えさせる。





○導線の変化や短絡の様子に着目させて観察させる。








○導線が溶け，火花が散った原因が何なのか考えさせる。


○黒板を用いて，ヒントを与


 え，方向性が見出せられる


 ようにする。


グループでの話し合い


　は協力して行い，人の意見


　は注目して聞けるように


　指導する。


　





○Ｐ＝Ｅ×Ｉの関係式に気づ


 かせる。











○感電における電流との関係


 をプリントに記録させる。








○事故防止のための手段を知


　らせ，家庭で使用している


　電気機器を確認させる。





○普段起こりうる事故も取り


 扱いに気をつけるだけで防


 げるものであることを知ら


 せる。次週は，製作に入る


 ことを伝える。





電気を利用しての事故には，どういったものがあるか。








たこ足配線による過熱事


　 故の原因について考えよう。








  実験後の導線の様子を


   観察し，何が原因だった


   のかを班で検討する。








ﾃｰﾌﾞﾙﾀｯﾌﾟや電源ﾌﾟﾗｸﾞ，ｺｰﾄﾞの定格を知り，許容電流と消費電流の関係について考える。


    


消費電力から消費電流を出し，許容電流との関係について計算した結果を発表する。





ろう電・感電の危険性の話を聞く。








本時のまとめと次週の予告を聞く。
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